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時
事
問
題

朝
鮮
の
財
政
樹
立

に
就

い
て

朝

鮮

の
財

政

掘

立

に

就

て
第
+
巻

(第

一
號

九
六

)

九
六

・.小

川

郷
.

太

郎

　

ダ

腐

鮓
蓉

暴

弦
に
九
年
、
朝
鮮
・
財
懐

終
・
翌

・
る
こ
　

・
た
・
誕

・
得
・
九
年
に
・
て
財
政

論

立
を
浮

た
の
ε
恰
も
符
節
を
合
す
・
が
和
毛

あ
・
。
財
政
の
濁
音

・
へ
ば
二

見
非
募

成
功
㊧

一
う
に
思
は
れ
る
。
當
局
者
も
大
正
三
年

に
於
て
早
く
も
財
政
凋
立
の
方
針
を
立
て
、
之
に
向

て
驀
進
し
た
楪
子
で

.

あ
.る
。
併
し
乍
ら
財
政
濁
立
は
左
程
迄
に
急
か
ね
ば
溶
ら
ぬ
も

の
で
あ
る
乎
、
左
程
迄
に
動

か
す

べ
か
ら
ざ
る
方

.

針

ε
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
も

の
で
あ
る
乎
、
冷
静
に
考

へ
て
見
ね
は
な
ら
ぬ
。

南

鮮
財
政
の
翌

ε
塾
ふ
は
財
政
上
本
國
吻
厄
介
に
か
・
・
の
…

義
で
　

、
暮

す
・
ぱ
、
朝
鮮
羅

費
は
悉
晶

鮮

の
牧
人
を
以
て
毒

す

る
ε
い
ふ
こ
・
で
あ
・
。
所
謂
羅

の
財
政
猫
立
な
る

も

の
は
・
果
し
て

一
死
域
に
達

し
て
居

る
か
ご
う
か
、
そ
は
後
段
に
研
究

す
る
事
ざ
し
、
余
は
弦
に
朝
鮮
財
政

の
凋
立

こ
い
ふ
方
針
が

…
提
唱

せ
、
れ
て
暴

、
朝
鮮
人
の
民
.心
に
非
常

釜

動
を
與

へ
た
を

を

一
害
せ
ね
は
な
ら

聖

朝
鮮
人
は
以
爲

・
?

豊

・
財
繁

翌

・
・
か
・
昼

朝
鮮
・
統
治
・
れ
自
身
も
翌

・
譽

れ
ね
ば

　

雪

・
斯
様
.

㎝

暑

へ
て
翌

覇

の
火
の
手
塞

げ
た
の
で
あ
・
.
勿
論
翌

運
動
罠

族
自
決
嚢

や
・
民
本
妻

や
・
朝

、



.

鮮

統
治
上

の
実

敵

や
其
他
種

々
の
事
情

に
促

さ
れ

て
担

っ
た
も

の

で
、
唯

一
の
原

因
よ
b
起

つ
此
も

の
で
な

い
、

、

コ

　

ノ

コ

「併
し
朝
鮮
財
政

の
濁
立
は
濁
立
論
看
を
し
て
獅

立
の
可
能
を
確
信

せ
し
め
、
進

て
は
濁
立

の
可
能
を
艮
衆

に
吹
聴

せ
し
む
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

胸朝

鮮
人
の
中

に
は
財
政

の
「政
」
は
政
治
で
あ
る
、
財
政
の
濁
立
ε
い
ふ
か
ら

に

は
政
宿
の
猫
立
も
認
め
ら
れ
て
居

る
筈
で
あ
る
ご
考
ふ
る
も

の
多

い
こ
い
ふ
事
で
あ
る
。
財
政

の
真
義
を
解
せ
ざ

る
朝
鮮
人
の
考

ぐ」
し
て
は
、
無
理
で
な
い
か
も
知
れ
戯
、
兎

に
角
財
政
獺
立
な
る
標
語
は
朝
鮮
人
民

の
凋
立
思
想

…
を
煽

っ
た
事
疑
な
い
。
果
し
て
然
ら
ば
、
朝
鮮

の
.財
政
猫
立
`
い
ふ
政
策
は
朝
鮮
統
治

の
上
に
重
大
な
る
關
係
を

.

有
す
る
も

の
ε
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
朝
鮮
財
政

の
濁
立
こ
い
ふ
政
策
が
朝
鮮
統
治
の
上

に
此

の
如
く
重
大
な
る
關

・

係
を
有
す

ざ
せ
ば
、
朝
鮮
財
政
の
問
題
は
財
政

の
理
論

や
財
政
の
都
合

の
み
で
偲
決
す
べ
き
で
な

い
、
須
ら
く
朝

-

鮮
を
如
何
に
統
治
す

べ
き
や
ビ
い
ふ
高
風

に
立
て
断
案
を
下
す

べ
き
で
あ
る
Q

「

二
一

■

朝
鮮

の
財
政
濁

立

こ

い
は

、
、
朝
鮮

の
股

入
を
以

て
朝

鮮

の
経

費
を
支
辨

し
得

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら

霞
こ
.

ε
は
前
述

へ
た
通

り

で
あ

る
、
そ
こ
で
所
謂
朝

鮮
財

政

の
濁
立

な

る
も

の
は
、
左

様
な

つ
て
居

る

か
ご
う

か
、
先

つ
其
其
相

を
明

に
せ
ね
は
な

ら
ぬ
。

.

:

朝
鮮

の
財
政
は
従
来
特
別
愈
甜
を
形
ち

て
居
る
が
、
此
特
別
會
計
は
今
日
迄
年
々
歳
・
帝
国
2

般
會
計
よ

つ
補
充
金

の
名
を
以
て
補
助
を
受
け
て
居

っ
た

の
で
あ
る
。
其
補
充
金
は
併
合
當
時

に
頗
る
多
か
っ
た
が
・
後
段

一
時
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僻
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治
四
+
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年
八
月
で
あ

っ
た
が
・
之
に
先

で
、
統
監
政
治
が
行
は
れ
て
居

っ
た
か
・
妻

我
國
の
財
政
補
助

亘

篤

き
も
の
少
C
な

か
っ
た
・
そ
れ
を
合

せ
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す

る

)
.

、
.

'

大 同 同 回 向 明 筆

工 四四四噌

元 四 三 二 一.o究

補

充

金

額

「蓋

窒

、(
盗

町

誓

三
桟
突

く

一R

三
〇
、三
〇
(

室

四
三

・藁

三
、
　吾

δ
0
0

三
、
孟
O
δ

8

同 団 団 同 同 大 皐

ロ

七 夫 五 四 三 二 次

●

補

充

金

額

]
O
、
O
O
O
、
0

.0
0
円

し
カ
、
§

、
。
8

へ
、8

〕δ
8

七
δ
8

、08

ヨ
、
ロ
8

δ
O
O

　「δ

00
δ
8

、

財
霧

立
の
方
針
の
確
立
せ
ら
れ
な
か
っ
た
頃
は
補
充
金
千
藤

で
あ
っ
た
が
、
大
正
三
年
其
方
舞

立
つ
た

が
、
撃

少
舟

り
、
終
美

正
八
年
に
至
て
塑

て
仕
弩

た
。
そ
れ
覇

欝

政
覇
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ふ
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居
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②

.
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あ
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。
故
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吝

い
ふ
は
、
本
國
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飛

禽
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よ
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充
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以
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灘

特
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計
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一
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す
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ふ
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ぬ
、
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史
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に
考
寝
す
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、
千
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圓
位

の
補
充

金
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贋
し
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ε

乎

噌

。
に
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す
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る
。
千
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圖
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補
充
金
藤

せ
ん
ε
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濁
意

想
養
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得
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手
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は
・
朝

鮮

の
財
政
凋

立
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ふ
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頗

る
高
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あ
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評

せ
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な
ら

ぬ
。
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金
繰

入

を
磨
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…
で
余

輩
は

、
進
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ら

る
Σ
も
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な

ら
ぬ
9
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英
主

.
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右
表

に
依

て
之
を
観

る
も

、
.朝
鮮

の
国
防

費

は
可

な

り
多

額

に
よ

っ
て
居

る
、

が
、
皆
朝

鮮

の
牧
入

に
.俟

て
支

辨

す

る
こ
ε
に
な

っ
て
居

ら
な

い
。
果

し

て
然
ら

ば
朝
鮮

の
財
政

は
凋
立

し
た

ε
い

っ
て
も

噛
眞

の
財
政

の
凋

立

で
な

い
、
千
萬
圓

の
補
充
.金

は
腰
せ
ら

れ
た
け

れ
こ
も

、
千
飴
萬

圓

の
國
防
費

は
依
然

ε
し
て
残

っ
て
居

る
.
朝

鮮

財
政

の
猫
立
よ

り
朝
鮮

統
治

の
埋
立

を
薦

む

る
者

は
、

国
防
費

を
も
眼
中

に
し
て
財

政

の
猫
立

し
得
ら

る
も

の

.

な

り

ゆ
否

や
を
著

て
見

る

ぺ
.き

で
め

ゐ
。
差

し
濁
立

国
た

る
以
上

は
、
如

何

に
国
際

聯
盟
が
戦
争

の
豫
防

に
努

む

…
る

ご
も
、
平
時
街
多

少

の
軍
備

を
な

さ
ね
ば
な

ら
ぬ
か
ら

で
あ

る
。

時
弔
問
題

朝
鮮
の
財
政
濁
立
に
就
い
て

「

第
十
巻

、(第
一
號

九
九
)

九
九

/

0



」

肇

殿

灘

磐

霜

立
に
聾

て

筆

資

望

號

δ

9

δ

Q

朝
鮮
。
財
政
は
砦

如
く
老

は
翌

・
し
て
蕃

繍

立
で
…

撚
れ
ξ
.
・

朝
鮮
が
我
国
の
藩

臣

.

あ
る
問
。
、
國
留

。
擁
す
る
に
奮

・
牧
入
を
以
・
す
・
簸

て
非

手

・
・
苗

奮

い
・
内
地
を

鯉

.

の
國
黎

を
纂

す
る
に
異
議
あ
る
べ
・
で
な
い
。
聾

朝
鮮
・
幕

薯

は
臆
義

内
地
・
蕩

衙
す
る
質

。
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
(拙
著
財
政
學
第
.巻
三

・
暴

照
)從
覇

鮮
の
牧
人
か
逡

し
て
離

の
舞

を
支
辨
し
屡

,
あ
る
に
及
ん
で
、
、
五
只人
・
灘

芒

て
朝
鮮
の
國
防

寒

星

芒

め
ん
・
思

っ
て
居
る
の
で
な
℃

砦

諏

き
考
よ
喋

れ
ば
、
要

金
繰
入
の
?

な
つ
π
・
を
捉

・
て
、
便
至

、
.財
政
・
響

名
け
て
・
差
支
あ

一
る
ま
い
。
只
其
實
際
上
の
財
政
凋
立
で
な
い
事
を
忘
れ
て
は

な
ら
鬼一

「

三

一
如
上
の
嚢

に
於
・
す
る
朝
鮮
の
財
政
・
翌

昊

正
八
年
を
以
て
黎

つ
・

の
で
あ
る
是

正
八
年
.度
駐

礁

の
難

を
見
る
に
、
奨

金
の
受
入
は
な
い
、
補
充
金
・
受
入
乞

て
股
支
・
暮

を
見
・
居
る
望

は
・

難

。
形
式
上
、
財
政
盤

妄

り
蕊

ふ
て
も
差
支
な
か
ら

う
、
併
し
實
際

に
於

て
歪

を
生
す

る
量

ら
ば
・

略
は
財
政
の
翌

に
、
て
、
實
は
財
政
の
濁
立
…

鍾

ね
・
　

・
菟

簾

前
算

難

は

.

如
以
に
施
行
。
、
る
・
で
あ
ら
う
・
、
養

替

依
・
之
・
謬

す
を

嘉

崇

や
う
・
さ
れ
ミ

余
窪

決
.

箏

見
ざ
る
に
先
て
多
少
の
謬

を
な
す
忌

が
崇

・
。
萎

断
を
な
す
・
は
朝
鮮
特
別
會
計

め
内
鼠

吟
味

　
し
て
見

ね
ば
な
ら

の
。

今
豫
算

に
依

て
其

歳
出
入

を

一
.督

す

る

に
左

の
如

く
で
あ

る
。

,

凸



話
調

∴
民
杭
隔
.詫二敵

て拶

ぎ
.
図
.「
.〕
.、..

こ

、
纒
常
部
.

'

.

租

税

印
紙
取
入

騨
長
賄
牧
人

官
業
及
官
有
財
産
攻
入

雑
牧
人

二
、
臨
時
部

戦
時
利
得
視

官
有
物
拙

下
代

「
般
會
計

受
入
金

事
業
公
債
特
別
會
計
受
入

前
年
度
繰
入
金

=

歳

出

て

縄
常
部

-
、
李
王
家
歳
費

2
、
組
替
府

3
、
裁
剣
及
監
獄
費

4
、
警
務
塑

5
、
地
方
鹿

6
、
諸
學
校

噛
7
、
税

關

8
、
勤
業
設
備
費

(
獣
疫
血
清
製
造
所

「粟

模
舞

時
事
問
題

朝
鮮
の
財
政
濁
立
ド
就
い
て

七
七
、置
六
〇
、
六
九
〇

罫
「
、穴
陶
「「
、
六
〇
へ

}「四
、老
く
「
、
発

〇

四
、
酉
島

、
(
呈

一
、
套

四
、
ご
=

三

、
」「一
三
、
碧

「

吾
元
、
七
三

「酉

£

一
(
、
0
へ
昌

四
〇
六
、
0
一
八
「

一
石
0
、
O
O
O

岩
五
〇
、
0
〕
0
.

一
四
、
四
既
五
、
一
兇

九
、一一
こ
穴
、
乃
蓋

薯

、
異

R

究

0

可元

、
六
湘
(
、
「強
0

一
盆

〕
O
、
O
O
O

諏
、
兀
一
一、
　=
δ

司[
、
六
一四
£

一五

呂
、
(
一重

、面
九
七

颪
、
ゼ
三

、
百=
亀

七
七
呂
、
四
杢

ゼ
究

、
「兄
粛

呈
一六
、
一酉
帽

=
(
、
「竃
圏

一
一
、

.

、

声望

試
驚

、
、
　

醜

業
所

:

n

、
修

繕

費

.

・

11

、
諸

支
出

金

12

、
國

傭
盤

理
基

金
特
別

會

計
繰

入

13

、
朝

鮮
警

院

及
衛

生
院
支

出

14

、
豫
借

金

・

臨
時

部

-

、
朝
鮮

部

隊
費

2

、
憲
兵

補

助
員
【費

、

3
、
調
査
費
醜

離

瀦

賄
委
員
曾
費

乏

補
助
費

5
、
臨
時
出
資
金

6

、
瞥
繕
費

7
、
土
ホ
費

8
、
鐵
蓮
建
設
及
改
頁
費

9、官豊

灘

懸

盤

麗

　
轟

影

第

+
巻

(
第

「
號

「
Q

一
)

一
〇

一

冊

一
三

、
四
二
五

一
、
(
E
一
、
甘
党
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「「
、
一
男

、
　「飛

四
、糞

七
δ
命

じ
圓
.=

、
三
〇
五

四
内
H「
、
一
江
圏

内
δ
毫

、響
己

苫

(
、九
茜

[
、五
C
O
δ
0
0

老

、八杢

、四
四〇

・西
五
盆
一一六

ノ

「
、気
山
、異
仁

=
七
£
差

カ
一〇
、
き
三

四
ぎ

な

弓
美

杏

四
、四春
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三
、七
輩

、
一六
直

訳
、一三
R

六
山弐

一
〇
、
O
O
O
、
0
0
0

一
、
五
内
(
、
「
凶
苑

内
七
西
、
(
三

四
四
南

国
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囚
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、
5

(
、
】
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E
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(
O
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酋
四
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時
事
問
題

朝
鮮
の
財
政
濁
立
に
就
い
て

【臨
時
外
画
行
舞

　
一

　
灘

一
.

円

告
δ
8

き
O
δ
8

六
吾
δ
8

三
Q
、発
昌

11

、

第
+
春

窮

「
號
・
δ

二
)
.

其他臨隣費
鐸

δ

二

、　右
の
表
に
依
て
之
を
窺
れ
齢
、怨

於
て
　

七
睾

欝

・
上
・
て
居
る
が
蕃

に
婁

　

轍
粥

癬

　鱗

嚇鱗

　欝

　　
灘
鐸

禦

塑　
嚇欝
欝

嚇擁

藩順

繰
鞭
灘
繊
欝 ほ

豊

、二
塁

「豊

、杏

へ

量

R
七
δ

　天
、
二
男



.

る
馨

窪

い
爵

以
の

一
で
あ
・
。更

に

毎

を
進

・
考
ふ

壽

、
翼

穿

亦
歪

を
生
す

る
の
虞

が
あ

る
・

棄

擢

の
、箒

の
任
に
當
っ
て
届
書

・
呈

・
し
・
護

・
・
…

所
・
憲
丘
譲

の
雛

市
國
.

、

竣

曾
計
。
畜

す
る
所
に
係
か
・
、朝
簿

別
會
計
・
與
・
知
ら
.ぎ

暫

・
孕

・居
寅

離

第

會
計
の

瀦

ご
シ

、
は
、
饗

荷
鞍

こ
し
て
厘

+
密

画
が
計
上
誉

れ
・
,居
・
の
み
で
.…

然
る
に
灘

響

髭

憲
兵
制
度
塵

、
て
警
察
制
度
を
欝

す
・
こ
乏

墜

ら
巽

、
是
翁

啓

し
て
竺

の
進
芝

相
違
.

。
.
が
、
警
察
制
馨

探
る
か
ら
怨

巌

・
巡
査
藻

用
芸

ぱ
・
・
璽

既
・
瑠

　

も
少
か
蕗

巡
査

逸

れ
。
行
っ
た
一し
・
・
簗

、
あ
る
、
・
・
す
・
善

饗

真

正
八
年
肇

於
・
塵

非
常
の
互
蓼

な
ら
ね

.

ぱ
.な
ら
取
、
撚
り
而
し
て
警
察
制
度
を
欝

…

以
上
・
、
其
籍

・
之
・
帝
国
2

馨

計
に
仰
く

べ
き
で

'

一
な
い
、
朝
鮮
の
特
別
會
計
で
自
・
之
を
彗

ね
・
・
畠

、
是
・
余
輩
が

歪

八
重

・
擢

の
纂

に
歪

を

摩

る
虞
あ
り
ご
.
ふ
質

・
二
で
身

.
此
・
㌍

肇

の
貴
行

・
於
・
歪

・
生
す
る
も
の
多
々
あ
り
.喜

…ぱ
決
算
に
於
て
は
擁

退

強
嫌

・
響

轟
・
・
こ
　

來
・
・
一
　

相
ぎ

・

曜

環

聡
装

咋
渡
藻

華

脚
砂
奮

麟
婁

戴

暮

壽

撰
脚
即
貯
瀞

…
立
の
實
を
墨
け
な
い
で
あ
ら
う
ε
断
言
せ
さ
ボ
ゲ
揮
グ
ビ
。

四

層

歪

八
重

。
肇

は
補
充
金
繰
入
な
き
が
故
・
財
政
・
翌

藁

譽

れ
…

羨

筈

於
て
は
養

を

時
事
問
題

朝
鮮
。
財
政
翌

に
就
・
て

単

費

笙

胱

δ

三
)

す

一「

F



…
蒔

墨

朝
鮮
の
鎮

翌

続

い
て

第
†
巻

(第

」
號

「
Q
圏
》

一
〇
四

講

講

舞

舞

綻
舗
編

幾

ざ
が
、更
に進
てだ
T
が年
勢
誹降
に
藩

撫

麟
　
髄
難
酌奪
耀
鍍

懲
鷺
鱒魏

糠

蝦
　灘
　蟹
　　　　難

備

の
.饗

は
約
千
百
高

で
、
之
に
臨
時
人
妻

約
七
百
藷

、
李
王
家
・
馨

百
五
+
萬
圓
を
加
ふ
れ
ば
、

難

.麟

羅

籍
鞭
鱒貯縫
鰹難
磐

野

盗
麺
鍵

擬

鶴
酬黙

騨
羅

蕪

篶
蘇

一
七
+
萬
圓
に
過
さ
ぬ
、
故
に
朝
鮮
穂
督
府
の
縄
費
託

て
は
妻

化
費
・
薄
と

謂
は
ね
ば
な
　

・
舞



り

む

一
政
費
に
至
て
は
勧
業
設
備
費
の
約
六
十
寓
圓
、
調
査
費

の
約
百
萬
圓
、
補
助
皆
中
の
こ
百
二
十
萬
圓
～
合
計
約
阻
「

.

ノ

ロ

～百
除
萬
圓
に
達
す
る
の
で
あ
る
、
鐵
道
郵
便
電
信
等

の
纒
費
ポ
亦
経
済
行
政
費

の

一
ε
見
ら
れ
な
い
で
も
な
い
が

.

之
を
加
算
す
る
ε
、
朝
鮮
財
政
に
於
け
る
纏
濟
行
政
費
臆
相
當
豆
類

に
達
す

る
も
の
蓬
謂
は
ね
ば
な
ら
澱
。
.

之
を
要
す
る
に
現
今
朝
鮮
の
財
政
に
於

て
は
肚
會
防
衛
費
も
文
化
費
も
纒
濟
行
政
費
も
十
分
な
ね
ε
す

る
こ
`

出
来
ぬ
、
殊

に
文
化
費
に
重
て
は
、
極
て
貧
弱
で
あ
る
ざ
評
せ
ね
ば
な
ら
漁
。

、

　

　

　

　

　

今
後
の
脛
費
は
統
治
の
方
針
に
依
て
定
ま
る
の
で
め
る
が
新
総
督

は
從
來
a
武
断
政
治
を
磨
し
徳
政
を
布
く
ご

.

稽
し
て
、
段
々
改
革
を
行
は
ん
ご
し
て
居

る
、
然

る
に
改
革
を
加
ふ
る
毎
に
縄
費
は
大

に
増
加
せ
ら
れ
ね
は
な
ら

　

　

　

む

ロ

　

む

む

ロむ

む

ほ

ゆ

ね

、
前

に
も

い

へ
る

か
如
く

憲
兵
制
度

よ

り
警
察
制
度

に
移

て
朝

鮮

の
輕
喪

は

一
段

ε
増

し
て
来

る
の
で
あ

る
、

む

　

む

む

　

　

　更

に
笞
刑
農

す

る
ε
い
ふ
事
で
あ
る
誓

は
髄

に
交
明
の
要
求
で
あ
ら
-
け
・
こ
も
、
朝

鮮
の
脛
費
は
非
常

…に
増
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
、
差
し
笞
刑
を
摸
す
れ
ば
罪
人
を
監
獄

に
牧
容
せ
ね
は
な
ら
ぬ
、
從
て
監
獄
を
増
築
し

む

ロ

ロ

む

む

ゆ

む

む

　

む

む
　

む

む

む

む

む

む

　

む

む

む
　
ロ

ロ

}

獄
吏
を
増
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
斯
く
し
て
肚
會
防
衙
費
は
今
後
非
常

に
増
加
す
る
こ
`
、
な
る

べ
き
で

ゆ

　

　

む

む

あ
る
。
更
に
學
校
に
就
て
之
を
考

ふ
る
に
、
目
下
朝
鮮

に
於
て
は
普
通
學
校
、
高
等
普
蓮
學
校
は
め
れ
ざ
も
、
其

敷
至
て
少
く
、
高
等
専
門
の
學
校

に
至

て
は
極
て
少

い
、
朝
鮮
人
は
之
を
以
て
蒼
生
を
愚
に
す
る
政
策
な
り
ε
い
.
.

…
ひ
て
、
非
常
に
反
戚
を
抱
て
居

る
さ
う
で
あ
る
、
故
に
朝
鮮
統
治
策
ε
七
て
は
、
大
に
學
校
を
起
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
、

F

.

聞

く
所

に
依

れ
ば
総
督

府
は
普
通

學
校

の
如

き
は
三

面

に

「
校

を

設

け
ん

ε
計
査

し
て
居

る
ε

い
ふ
事

で
あ

る
コ

塒
事
問
題

、
朝
鮮
の
財
政
罰
立
に
朝
い
て

,
.
.

第
十
巻

ハ第
一
號

一
〇
五
)

一
〇
五
.

、

■

F



一
一

筆

問
題

舞

の
財
政
翌

・
就
ぞ

・
、

魔

+
瞥

第
・
竺

。
六
二

。
木

魂
.
逼
學
校

は
地
方
磐

饗

す

る
手

・
も
、
総
督
府
は
之

に
補
助
を
與

へ
ね
ば
な
畠

・
継
て
馨

費
を
欝

ず　

一
る
こ
ε
、
な
ら
う
、
殊
に
朝
鮮
人
の
希
望
に
從
て
大
學
其
他
の
高
等
専
門
學
校
を
設

塩

量

ら
ば
・
其
経
費
を

一
増
す
・
舟

必

・
・
か
罫

・
…

が
珍

・
恵

・
・
是
覇

鮮
人
髪

盟

等

質

で
朝
霧

治
上
組

　

む

　

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

　

む

封
に
必
要
な
る
事
で
あ
る
。
要
す
る
髪

化
費
に
於
て
も
漿

非
常
婚

加
す
ボ
揮

露

華

拶

謬

齪
・

ロ

む

ロ

　

輕
濟
復

費
に
就
て
も
亦
同
俗

論
す

る
こ
ε
が
出
来

る
、
裡
濟
行
政
は
其
賛

就

い
た
に
渦
き
.ぬ
・
適
材
事

業

・こ
い
ひ
、
水
利
事
業
こ
い
ひ
、
養
猛
事
業
ご
い
ひ
、
朝
鮮
産
業
政
策
上
百
年
㊨
大
計

ε
い
ふ
べ
き

も

の
皆
着
手

し
た
に
過
諸

、
之
よ
り
大

に
之
に
力
窪

か
ね
は
な
ら
ぬ
、
若
し
夫
れ
鐵
道
其
他

の
支
藩

關
重

て
は
・
鯨

…
程
進
蒸

・
か
如
し
・し
讐

、
鐵
追
綱
は
秀

成
ら
す
、
今
後
慧

・
利
益
そ

し
て
建
読
費
の
多
く
窶

す

る

地
方

に
鐵
導

延
は
さ
ん
巳

て
居

る
、
朝
鮮

政

の
上
よ
り
見
れ
ば
馨

膨
脹
を
来
す

一
大
原
因
蕊

ば
ね
ば

な

ら

ぬ

。

.

ゴ

.

。
謹

論
ず
る
所
・
以
て
之
を
・観
音

、
蒼

蓼

誉

縛

ぴ

籍

集

解

罪

夢

ド
緊

緊

拶

な
ら

澱
、
纏
費
激
増
し
て
、
牧
人
之
に
律

は
さ
れ
は
、
朝
鮮
財
政

の
猫
立
は
到
底
之
を
期
す

る
こ
這
出
來
漁
、
.然

ら
ば
朝
鮮

の
吸
入
は
経
嬰

の
進
む
に
從
て
進
む

べ
き
か
、
.次
に
之
を
研
究

せ
ね
は
な

ら

ぬ
。

五

、

、

朝
鮮
・
牧
人
昊

正
八
年
度
の
肇

操

れ
塞

課
募

一=
、
.官
葬

に
官
有
財
産
の
紫

五
分
二
の
割
合
で



成
り
立
っ
て
居
る
。
是
舞

牧
人
が
漿

溜

莚

む
か
動

断
せ
ん
喜
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藻
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榔
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歪

夫

年
。
重
て
却
て
少
舟

・
、
芒

薩

計
算
土
堤
.
叢

れ
・
も
の
も
あ
・
・
こ
肇

官

吏
に
睡

蓄

を
給
せ
る
.こ
、
原
料
震

の
騰
貴
ぜ
・
庭

園
　

の
で
め
を

黙
れ
ご
　

響

府
も
亦
蕎

下
僧
肇

一
高

め
て
居
・
か
・b
、
決
悪

難

よ
り
も
ぞ

な
・
見
込
・
…

從
・
損
失

を
見
る
や
う
の
も
の
も
な
く
な
る

で

。
ら
う
.
管
箴

、
叢

樂

所
・
牧
入
・
、
.歪

八
年
・
肇

・
於
・
既
垢

労

農

覚

込
ん

で
あ
る

、

.

が
、
。
は
木
莓

に
漢

の
警

尚
め
我

故
…

、
・
鰐

、
華

鬘

衡
業

・
智

は
・
.肇

上

損
失

こ
な
れ
。
も
、
決
笙

利
益
を
生
す

・
箱

違
な

塊

、
・
れ

に
し
て

・
藷

に
猛

る
ま
い
・
是
に
依
て

議

遷

灘

鞍

斧

馨

謡
ビ
謬

蓼

藍

バ
黍

・
籠

・響
・騨

屯
志

に
響

な
。
。
然
る
に
鐵
道
錘

設
莚

・
・
に
從
・
牧
盆
少

・
地
方
・
入
・
か
蓬

髪

非
常
の
壇

.

撃

期
す

る
こ
ε
繊
讃

、
鐵
追
綱
完
成
す

・
捧

て
愈

・
鐵
道
公
債

の
利
子
を
支
彿

ふ
に
足
ら
な
い
や
亀

な

。
か
も
知
れ

ぬ
、
讐

土
。
至
て
は
響

府
は
婁

之
を
佛
ひ
下
げ
ん

・
す

・
意
向
あ
書

開
け
ば
・
暴
れ
亦
將

顯

難

鶴

舞

離

職議

緯

羅

留驚邦ぽ留青照齢ゲ堺で

一

六
.

　
　

　

雑

。
就
て
之
を
見
る
に
、
蕃

類
相
魔

ぞ

地
税
、
法
人
所
舞

舞
.

酒
税
・
.煙
毒

砂
糖
饗

噸

鯉

、
霧

、課

、漁
蓋

、盤

、人
繞

、
印
紙
聾

舞

馨

利
得
聾

婁

霧

の
目
か
あ
る
・

肇

。
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撃

問
題

朝
鮮
の
財
政
翌

に
就
・
て

第
+
・

璽

號

≡

:

三

,
鍵

は
約
三
百
年
前
よ
り
窪

し
架
れ
…

で
、
蓉

讐

・
漿

・
更
生

地
調
査
を
行
ひ
・
蕩

警

　灘

に蜂

羅

あ綜

㌫饗

鞭

麺
轟
軽

蔑

編

諺

響

罐

前編
磐

雑

嚢

驚
講へ濁立の

撫

灘
鐸

繍

欝

ゼ欝

講

蘇

灘

懸

腕

癬

贈
難

雛

繍

㎎雛

難
戦
養

を　

こ

懲
蕪
雑

難
雛

欝
鞭

鬱

鬱

熱
縛

…
砂
繁

に
。
す
.ゐ
権
利
叉
は
訊帆
備
の
醐貝
潔

因
・
値
人
・
利
得

關
す
・
馨

行
ふ
こ
ご
.皇

て
居
る
ゴ

で
所
得
税
も
羅

利
麗

も
中
華

端

の
も
の
で
め
る

こ
妄

知
ゑ

し
で

あ

る
む

　
　

　

ボ
蝋
轄

離
籍

縫

農

隷
属
謹

賀見
なれ
・も
、内
地
の鑛
　

し
砦



　
　

　

一

'窺

騎

治
四
+
奉

寿

の
制
定
に
か
・
り
、造

姦

撮

し
・
賦
課
す

・
も
の
で
・
暴
れ
亦
内
地
の
酒
造
税

一
に

倣

っ
た

も

の

で

あ

る

一

ーノ

　
ロ

ロ

ね

煙
草
讐

亦
明
治
四
+
こ
年
・
裂

・
か
一

、
先
つ
煙
草
耕
麓

、
煙
草
販
器

が
崇

た
が
・
歪

三
年

一

、井
に
・
護

正
・
依
・
更
響

製
澆

煙
草
婆

税
が
設
け
ら
れ
る
こ
乏

な
っ
た
・
煙
草
挽
の
纏

な

…
一る
こ
ご
驚
-
・
・
で
あ
・
、
羨

草
製
灘

、
煙
草
販
嘉

・
如
轟

罌

粟

馨

養

幕

ひ
砦

ゼ
の

.

ご
謂
は

ね
ば
な
ら

澱
。

　
　

　

　

　

　

砂
鍵

窺

。
盗

人
古

型

麗

行
せ
ら
れ
・
も
・
で
.
内
地
・
砂
摺

窺

霧

し
砦

の
覧

て
よ
.

ゐ

む

　

、
:

　
壇

場

・
三
+
九
年
±

・
裂

・
・
あ

で
・
製
碧

よ
鍵

旭斤
誓

唇

饗

す
　

・の
で
あ
る
.

漁
蓋

、
亦
。
治
三
+
拳

に
創
設
せ
・
れ
、
明

治
四
+
二
年
、
同
四
+
五
年

・
整

を
舞

も
の
で
・
饗

…
の
種
類
に
從
ひ
各
異
砦

課
税
馨

及
塞

で
賦
課
す

・
も
の
で
あ
る
・

　

　

」
雑

は
明
治
三
+
二
年
の
制
定
・
か
・
・
、
・
治
四
+
三
年
井
・
歪

三
年
の
改
正
を
継
て
・
含

に
至
れ
る
.

蕩

で
、
鷲

誓

書

、
船
舶
の
艶

姿

は
薯

整

警

て
賦
課

す
る
も
の
で
あ
る
G

　

　

　

ロ

人
蔘
税
は
明
治
四
±

年
七
月
に
創
め
ら
・
た
・
の
で
、
紅
輩

謬

・
依
薮

府
の
指
定
し
た
る
鋳

懸

一
以
外
に
於
け
る
人
蔘
耕
作
者
に
射
し
賦
課
す

る
も

の
で
あ
る
。
、

撃

腰

鯉

の
財
政
翌

に
醜
い
下

策
霧
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謹

問
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朝
鮮
の
財
政
翌

に
撃
.

…

璽

號

=
四
)

=
四

「

噛

囎

挽
は
朝
鮮
蓉

の
巷

に
韓
・
・
存
・
て
居
・
た
・
・
を
其
鰹

棄
し
た
も
の
で
あ
る
.

印
鵜

は
大
正
八
年
四
月
の
禦

賦
に
か

・
り
、
内
地
・
難

視
・
・
移
・
　

の
で
雪

暴

露

明
治
四

「+
四
年
の
禦

収
に
か
・
り
、
雨
覆

次
・
整

・
脛
秀

・
の
で
　

が
・
内
地
舞

測
に
摸
轡

た
も
の
.

、
一
攣

蘇

勤

矯

井
に
登
録
税
の
牧
人
は
豫
算
上
、
印
紙
吸
入
・
中
　

・
　

・
　

三

諮
.

以
上
述
・
・
か
如
バ
朝
鮮
の
椀
　

、
蓮

華

途
　

・
・
　

豪

で
あ
る
・
朝
算

の
租

…　　辮
購

鞭
諏霧

鱗

灘
　鯉
.

一
一
法
。
整

を
な
、
更
に
進
.・
歪

五
年
・
は
法
人
慰

讐

創
葭

歪

七
年
に
は
戦
時
利
得
税
を
設
け
、
大
正

「
一
葦

に
は
、
砂
鱈

濫

印
紙
税
を
施
行
す

・
塁

つ
た
、
離

人
は
・
昔
よ
り
替

れ
な
い
視
か
相
躍
て
起
さ

し」才
、
も
の
で
あ
る
か
、
、
蒼

鎖
な
る
に
驚

き
禁

竈

叫
す
・
・
の
か
,出

泰

た
の
で
あ
る
・
地
磐

翻

る

.

者
が
、
戸
馨

く
は
家
髭

を
彿

,・
か
如
・
、
鮮
人
　

理
解
・

　

　

・
又
羅

に
し
て
も
、
耕
作
視
が

藻

欝
嘱
欝

贈
賄欝

翻
意

饗
簸
期綴
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捕

り
ε
謂

は
ね
ば
な

畠

。
朝
鮮

の
税
制

を
議
す

る
も

の
は

、
之

を
知

ら
ね
は

な
ら
ぬ
・

露

・
霧

鮮
・
視
・
・
煩
雑
　

・
た
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